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Ⅰ はじめに 

 在バルセロナ日本国総領事館は、カタルーニャ州のほか、バレンシア州とバ

レアレス州を管轄しています。昨年２０２４年には、当館が把握しているだけ

でも３州内で計１７５名の邦人に係る盗難被害があり、うち約９割がバルセロ

ナ市内及び同空港内での発生でした。しかし、これらの邦人被害の大半は「す

り」や「置き引き」ですので、日頃から注意して対策を取っていれば防犯は十

分に可能です。 

 一方、欧州におけるテロの脅威は依然として高く、実際に２０１７年８月に

はバルセロナ市内ランブラス通り等において、イスラム過激派による車両突入

型テロが発生し、多くの方が死傷しました。同様のテロ事件が当地で再び発生

する可能性は否定できません。 

 こうした情勢下、「安全の手引き」をご一読頂くことで、より一層の防犯意

識を高めて頂けますと幸いです。 

 

Ⅱ 防犯の手引き 

１ 基本的な心構え 

  海外で生活するに際しては、何よりもまず「自分と家族の安全は自分たち

で守る」、「予防が最良の危機管理である」という心構えが大切です。普段

から「①目立たない」、「②行動を予知されない」、そして「③用心を怠ら

ない」必要があります。 

 

 

２ 最近の犯罪発生状況 

  スペイン内務省の統計によると、当館管轄地域（カタルーニャ州、バレン

シア州、バレアレス州）における「強盗、恐喝、ひったくり」及び「窃盗

（侵入盗を含む）」の発生認知件数は、日本と比較すると圧倒的に多いのが

現状です。特に、バルセロナ市内及びその近郊（特に空港内）においては、

スペイン国内の他地域と比べても、邦人の強盗・窃盗被害件数が突出してい

ます。 

用心を怠らない
イヤホンで音楽を聴きながら歩いてませんか？
誰かに後をつけられても、気が付きませんよ！

安全のための三原則

目立たない
日焼け防止用のつば広帽を被っていませんか？
遠く離れた場所からでも、日本人と分かりますよ！

行動を予知されない
いつも同じ通学・通勤パターンではありませんか？
犯人は行動観察により、ターゲットを絞ります。
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  また、近年では、サイバー犯罪の認知件数が急増しており、なかでもネッ

ト詐欺の被害件数は２０２４年に約４１万件を記録する等、全刑法犯の約６

分の１を占めるようになっています。 
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  なお、カタルーニャ州、バレンシア州及びバレアレス州における犯罪発生

状況や邦人の被害事例の詳細については、当館ホームページの「海外安全対

策情報」をご覧下さい。（四半期毎に更新しています。） 

https://www.barcelona.es.emb-japan.go.jp/itpr_ja/seguridad.html 

 

３ 防犯のための具体的注意事項 

  スペインにおいて発生率の高い「強盗、恐喝、ひったくり」、「ネット詐

欺」、「窃盗（侵入盗を含む）」等に対して特段の注意を払うことこそ、当

地で安全に暮らすための第一歩と言えます。 

  ここでは、各犯罪について、どのような点に気を付けるべきかを紹介しま

す。特に窃盗の場合、犯人は被害者に声を掛けたり、ぶつかったりすること

で注意を他所に引きつけ、その間に共犯者が財物を盗んでいます。 

犯人の手口を事前に知ることは、防犯を心掛けるうえで非常に有効ですの

で、「どのように被害者の注意を引きつけているか」をよく確認し、引っか

からないようにお気を付けください。 

 
（１）強盗、恐喝、ひったくり 

【被害事例】 

 ・人が誰もいない観光地付近の路地を一人で歩いていたところ、背後か

ら突然首を絞められ、ウエストポーチを強奪された。 

 ・時価数百万円の機械式腕時計を着けて歩いていたところ、白昼堂々い

きなり強奪された。 

 ・繁華街で男数名に囲まれ、金を出すよう要求されたが、これを断った

ところ、集団で殴る蹴るの暴行を受けた。 

 ・歩道を歩いていたところ、自転車（電動キックボード、バイク等）で

近づいてきた男にスマートフォン（鞄）をひったくられた。 

【対策】 

・そもそも、高価なものを身に着けて外出しないでください（盗まれて

も被害回復は困難です）。 

　２０２４年に当館で認知した邦人犯罪被害のうち、
　　　　全体の約半数（49.5%）が置き引き
　　　　　　　約1/3 （32.8%）がすり
　　　　　　　　　　　　　　（うち、8.1%がケチャップすり）
　であり、「置き引き」と「すり」で全体の4/5を超えています。

https://www.barcelona.es.emb-japan.go.jp/itpr_ja/seguridad.html
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・犯人はナイフを所持していることが多いので、むやみに抵抗すること

は大変危険です。 

 ・自宅やホテルに帰るまでは、決して油断をしないでください。 

（２）ネット詐欺 

【被害事例】 

   ・郵便局から「通販商品の関税を払うように」とのショートメッセージ

がスマートフォンに届いた。心当たりがあったことから、添付のリンク

を開き、カード決済を行った。すると、その直後から、全く身に覚えの

ない決済完了報告が次々とスマートフォンに届き始めたので、慌ててカ

ードの効力を停止した（※郵便局を装った偽メールであった。）。 

【対策】 

・郵便局や銀行、企業等から個人情報を入力するメッセージが送信され

たとしても、安易に応じることなく、なりすましの可能性を疑ってくだ

さい。 

   ・街中のＱＲコード広告にも、詐欺サイトの存在が確認されていますの

で、信用できない場合は利用しないでください。 

（３）窃盗（侵入盗を含む） 

ア 侵入盗 

【被害事例】 

・長期間、自宅を不在にしていたところ、窓（ドア）をこじ開けら

れ、金目の物が盗まれていた。 

・数分間、窓（ドア）を開けた状態で外出したところ、金目の物が

盗まれていた。 

【対策】 

・就寝時や外出時は、扉・窓の施錠をしっかりと行ってください。

長期不在の場合は、ブラインドも全て閉めておいてください。 

・高価なものや現金は、据え置き型の金庫もしくは分かりづらい場

所に保管してください。 

・自宅の玄関ドアに、小さなプラスチック片（１セントコイン位の

大きさ）が挟まっていませんか？ これは、当地の泥棒が家人在宅

の有無を確認する代表的な手法です（長期不在としている場合は、

ドアに目印が挟まったままの状態となります。）。このような目印

をドアの周辺で発見した場合は、侵入盗発生の予兆ですので、警察

に必ず通報をしてください（警察が特に注意喚起を促している事例

です。）。 

 イ 非侵入盗 
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【被害事例】 

・（置き引き）観光地付近のファストフード店内で食事中、鞄を椅

子の背もたれに掛けていたところ、気が付いた時には既に盗まれて

いた。 

・（置き引き）ベンチに座っていると、見知らぬ人物が突然近づ

き、何かを話しかけてきたので対応したところ、気が付いた時に

は、隣に置いていた鞄が盗まれていた。 

・（すり）大きな荷物を抱えて駅の階段を上っていると、背後にい

た人物が「上まで運んであげる」等と言って手伝ってくれたが、気

が付いた時には、鞄の中から貴重品が盗まれていた。 

・（ケチャップすり）路上を歩いていたところ、「服が汚れている

（※昔はケチャップを掛けられたが、最近では汚物のような液体の

場合が多い）」と指摘され、鞄を地面に置いて服を脱ぎ、汚れを取

ろうとしたところ、気が付いた時には鞄が盗まれていた。 

【対策】 

・見知らぬ人が声を掛けてきた時、ぶつかってきた時は、犯罪発生

の予兆です。所持品の行方に注意してください（特に、声掛け側か

ら死角となる反対側や背後の荷物から目を離さない）。 

 ・特に、バルセロナ市内の観光地周辺に所在するファストフード店

内での発生が散見されます（ハンバーガー、フライドチキン、タコ

ス、カフェ、チュロス、ジェラート、等）。 

・服が汚れた場合、最初にティッシュを持って声を掛けてくる人物

（共犯者の可能性が高い）を相手にすることなく、汚れた状態のま

ま、デパートやホテル等の安全な場所に避難してください。 

 

４ 運転事情と事故対策 

（１）運転事情 

   バルセロナやバレンシアといった大都市の場合、中心部ほど道幅が非常

に狭く、日本国内ではあり得ないような車幅で大型バスが併走することが

多々あります。また、中心部の地下駐車場についても、非常に幅が狭い螺

旋状のスロープや進路が多く、レンタカー等の乗り慣れない車両の場合、

壁面に接触させる可能性もあります。 

   一方通行路が多いので、逆走にご注意下さい。また、「ロトンダ」と呼

ばれる環状交差点では、交差点内を走行する車両（交差点内では、より外

側車線を走行する車両）に優先権があります。したがって、交差点内を車

両が周回している場合、進入車両は交差点手前で一時停止をする義務があ
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ります（周回車両がいない場合は、徐行して進むことができます。）。 

   このほか、特徴的な交通ルールとして、交差点を通過する場合、「交差

点進入時の信号」と「直進・右左折先の横断歩道手前の信号」の両方に従

う必要があります（黄色点滅信号の場合、歩行者がいなければ注意をして

進むことができます。）。 

（２）事故対策 

   日本で交通事故を発生させた場合、負傷者の有無や事故の大小にかかわ

らず、最寄りの警察官もしくは警察署に対して直ちに報告する義務があり

ます。しかし、スペインの場合、事故による負傷者がなければ、現場にお

いて当事者同士が示談書を取り交わし、加入する自動車保険会社に提出す

ることが一般的な処理方法であり、通常は警察官を現場に呼ぶことはしま

せん（示談書の様式は欧州内共通であり、車内に常時積載しておく必要が

あります。詳細は、保険会社にお問い合わせください。）。 

   動揺が覚めやらぬ事故の現場で、当事者と事故の発生状況についてスペ

イン語で話し合いを持つことは、私たち外国人にとって相当難易度が高い

案件と思われますので、当地で運転をお考えの方は十分にお気を付けくだ

さい。 

なお、事故によって負傷者が発生した場合は、直ちに「１１２（警察・

救急共通）」に通報のうえ、負傷者の救護を行ってください。事故や車両

故障により、本線や路側帯に車を止めざるを得ない場合は、ハザードラン

プを点灯させた後、蛍光安全チョッキを着用したうえで車両から降り、三

角表示板を設置することで、後方からの追突防止に努めてください。 

 

５ テロ・誘拐対策 

（１）テロ 

   ２０１７年８月１７日、バルセロナ市のランブラス通りにおいて、イス

ラム過激派集団が大勢の歩行者に向けて車両を突入させ、死者１６人、負

傷者１３０人を超える大惨事となりました。 

国内におけるイスラム過激派テロとしては、２００４年３月１１日にマ
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ドリードで発生した列車爆破テロ事件（死者１９１人、負傷者２，０００

人以上）以来でした。 

スペインのテロ警戒レベルは、２０１５年６月に全５段階中２番目に高

い「４（高い脅威）」となり、その後、テロ脅威度の見直しは都度検討さ

れてきましたが、２０１７年のバルセロナでのテロ事件の発生、２０２３

年のイスラエル・パレスチナ情勢等を受け、これまでのところ警戒レベル

「４」が維持された状態です。スペインでは過去にテロ事件が発生してい

る以上、常に警戒を怠らないことが重要です。万が一、テロに遭遇した場

合は、命を守ることが最優先となります。 

   よって、屋外で爆発音が聞こえた場合は、興味本位で近づいたり、スマ

ートフォンで動画撮影をしたりするのではなく、「伏せる、逃げる、隠れ

る」ことで、自己防衛に務めてください。最初の爆発で警察官や救急隊、

報道関係者や野次馬を呼び寄せた後、二度目の攻撃を加える可能性も否定

できません。 

（２）誘拐 

   スペインにおける誘拐の発生件数は、人口比に換算すると、日本と同等

もしくはそれ以下です。一般人に対する身代金目的の誘拐と言うよりは、

麻薬取引のトラブル等に起因するものが多いです。よって、普通の生活を

送る限りは、過剰に心配する必要はないと思われますが、「お決まりの行

動の繰り返しを避ける」、「保護者の目から離れた場所で子供たちを遊ば

せない」等の心掛けは必須です。 

 

６ 緊急連絡先 

（１）１１２（シエント・ドセ） 
警察、消防、救急すべての緊急通報番号（全国共通）です。 

 

（２）在バルセロナ日本国総領事館(Consulado General del Japón en Barcelona)

ア 住所：Av. Diagonal 640, 2-D，08017，Barcelona 

イ 電話：+34 93 280 3433(代表) 

ウ E-mail：madoguchi@bc.mofa.go.jp 
エ URL：https://www.barcelona.es.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html 

 

 

 

 

 
 

 

平日午前 平日午後
領事窓口 9:00～13:00 15:00～16:00
電話対応 9:00～13:30 15:00～17:30
領事窓口 8:30～13:00 14:00～15:00
電話対応 8:30～13:30 14:00～16:00

通常

6/23～8/31を夏期としています。
夏期

mailto:madoguchi@bc.mofa.go.jp
https://www.barcelona.es.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
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Ⅲ 緊急事態対処マニュアル 

１ 平素の準備と心構え 

緊急事態は、「いつ、どこで、どのように」発生するのか事前に予測する

ことが困難ですので、常日頃から万が一に備えておくことが大切です。 

（１）情報の収集、現状の把握 

本年４月２８日にイベリア半島のほぼ全域を襲った大規模停電（※全面

復旧まで約１９時間を要した）発生時には、「電池式ラジオ」と「車載ラ

ジオ」の活用が最も有効な情報収集と現状把握の手段となりました。よっ

て、日頃から予備の電池をストックし、ガソリンの補充をこまめに行って

おきましょう（停電の場合、ガソリン給油は困難です。）。 

（２）連絡体制の確保 

ア 緊急事態が発生した際、総領事館が在留邦人の皆様の安否確認や事件

事故等に遭われた際に支援を行うための連絡は、「在留届」に記載され

た連絡先を活用して「領事メール」で行われます。外国に３か月以上滞

在予定の方は、在留届の提出を願います。また、転居、帰国、家族の異

動等で届け出事項に変更が生じた場合も、忘れずに変更のご連絡をお願

いします。 

※滞在期間が３か月未満の場合は、「たびレジ」にご登録ください。 

イ 家族間、企業内での緊急連絡方法について、あらかじめ決めておく必

要があります。長期不在となる場合は、信頼の置ける範囲内で所在を明

確にしておきましょう（話を広げすぎると、自宅に泥棒が入るきっかけ

にもなりかねませんので、特に注意が必要です。）。 

なお、大規模停電発生時には、通信回線が途絶え、電話やメール、通

信アプリでの連絡が極めて困難となりますので、平素より「連絡ができ

ないときは、とにかく家に帰る（学校、職場に残る）」等の意思確認を

しておくこと、さらには必要な連絡先を電子媒体ではなく、あらかじめ

紙に印刷しておくことが重要です。 

※ 携帯電話の電波が届いていない場合、バッテリーを著しく消耗し

ますので、節電モードもしくは機内モードにしておくことをお勧

めします。 

 

２ 緊急時の行動 

緊急事態が発生した場合、もしくは発生するおそれがある場合、総領事館

は「領事メール」を通じて、随時、皆様に情報提供を行います。平静を保

ち、流言飛語に惑わされたり、群集心理行動に巻き込まれたりすることのな

いよう注意しつつ、行動してください。 



11 

 

（１）初動 

ア まずは、安否の連絡が大切です。直ちに家族や会社等に連絡してくだ

さい。それほど自分には影響がない場合であったとしても、状況の分か

らない日本の家族は不安を募らせますので、可能な限り速やかに連絡し

て無事を知らせましょう。 

  イ 外出時であれば、危険な場所から直ちに離れ、警察官等の指示に従い

つつ、安全と思われる場所に移動してください。安全が確認されるまで

は、不用意に移動しないでください。 

    なお、参考までに、本年４月２８日の大規模停電時には、停電発生後

から僅か数十分程度で、駅や地下鉄、ショッピングセンターはシャッタ

ーを降ろし、利用客の立ち入りを制限していました。 

（２）情勢の把握 

現地・海外報道、衛星放送テレビ等のメディアによる情報収集を各自心

がけて下さい。緊急事態発生時には、誤った情報や噂が流れやすくなりま

すので、落ち着いて正しい現状把握に努めるようにしてください。 

（３）在バルセロナ日本国総領事館への通報等 

  ア 当館から安否確認に関するメールが届いた場合、適切な情報把握のた

めにも、ご自身と家族の安全を確保したうえで、可能な限りご返答くだ

さい。万が一、ご自身や家族または他の邦人の生命・身体に被害が及ん

でいる場合、もしくはその恐れがある場合には、迅速かつ具体的に当該

状況を報告してください。 

イ 重要と思われる情報を独自に入手した場合は、当館に通報してくださ

い。他の在留邦人の皆様に役に立つ情報となるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

Ⅳ 緊急事態に備えてのチェックリスト 

 

□ 旅券（パスポート）、滞在許可証（ＮＩＥ）、運転免許証等の身分証明書 

※ 旅券及び身分証明書は、緊急時には必ず携行すべき重要書類です。旅

券の残存有効期間は渡航先国の入国目的等により様々ですが、概ね３～

６か月以上とされていることが多いため、定期的に有効期間を確認して

おいてください。 

□ 現金、クレジットカード、キャッシュカード、有価証券、等 

  ※ クレジットカードやデビットカードによるタッチ決済が主流の当地で

すが、本年４月２８日の大規模停電時には、現金での支払いに限られま

した。高額紙幣での支払いは拒否される可能性がありますので、２０ユ

ーロ札以下の小額紙幣を持ち合わせておくことが大切です。 

□ 自動車の整備 

  □ 自動車は常時整備しておき、燃料はいつも十分入れておく。 

  □ 車内に、懐中電灯、地図、衛生用品等を備えておく。 

  □ 自動車保険の有効期限を確認しておく。 

□ 携行品の準備 

※ 国外退避や避難生活を想定し、以下の携行品を最低限準備しておく。 

  □ 衣類・着替え（長袖、長ズボン。吸湿性・速乾性、耐寒・耐暑性に富

むもの） 

  □ 履物（行動に便利で底の厚い頑丈なもの） 

  □ 洗面用具（タオル、歯磨き、石鹸、等） 

□ 医薬品（常時服用している薬剤のほか、最低限の救急薬品） 

  □ ラジオ（電池仕様のもの） 

  □ 非常用食糧 

※ 自宅待機に備え、米、缶詰、インスタント食品、粉ミルク等の保

存食及びミネラルウォーターを、家族全員が１０日間程度生活でき

る量を準備すること。なお、自宅から他の場所へ避難する際には、

この中からインスタント食品、缶詰類、粉ミルク、ビスケット、ミ

ネラルウォーターを携行すること（３日分程度以上）。 

  □ その他 

    懐中電灯、ライター、ろうそく、ナイフ・フォーク、缶切り、栓抜

き、紙・プラスチックの食器、簡単な炊事用具、固形燃料、等 


